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岩 手 県

岩手県自転車活用推進計画とは
（おさらい）
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盛岡市道本宮線 盛岡市道内丸大通三丁目線

【岩手県自転車活用推進計画】 岩 手 県

〇計画策定の趣旨

・自転車の活用による環境負荷の低減、国民の健康の増進を図ることなどの重要
な課題に対応するため、平成29年(2017年)５月１日に自転車活用推進法(以下
「法」という。)が施行

・国では、法第９条の規定に基づき、平成30年(2018年)６月８日に国の自転車
活用推進計画(以下「国自転車計画」という。)を閣議決定※
※令和３年５月28日に第２次国自転車推進計画が閣議決定

・法第10条では、都道府県は国自転車計画を勘案して区域の実情に応じた都道府
県版の自転車活用推進計画を定めるよう努めることを規定

・こうした国の動きを踏まえ、本県における自転車を活用した環境負荷の低減、
健康増進、観光振興等の促進を目的として、令和３年３月に岩手県自転車活用
推進計画を策定

・今年度末に計画期間が満了を迎えることに加え、今後も継続的に取組を推進
していくため、第２期計画（令和８～12年度）を策定するもの
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盛岡市道本宮線 盛岡市道内丸大通三丁目線

【岩手県自転車活用推進計画】 岩 手 県

〇計画の位置付け

・「いわて県民計画(2019～2028)」を始めとする本県の各種関連計画を踏まえ、
法第10条の規定の基づき国自転車計画を勘案して策定する都道府県版の自転車
活用推進計画であり、本県の自転車に関する施策の指針

・法第11条の規定に基づき、市町村が自転車活用推進計画を策定する際に、国自
転車計画とともに参考となるもの
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盛岡市道本宮線 盛岡市道内丸大通三丁目線

【岩手県自転車活用推進計画】 岩 手 県

〇計画の期間

令和３年度(2021年度)から令和７年度(2025年度)の５年間

〇計画の対象地域

岩手県全域

【第１次計画】 【第２次計画】

今年度
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【岩手県自転車活用推進計画の指標】 岩 手 県

岩手県自転車活用推進計画では、「利用環境」、「健康づくり」、「観光振興」、「安全安心」の４つの取組分野ごとの施策
を着実に推進するため、次のとおり指標を設定しています。
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岩 手 県
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２. 意見徴収結果及び主な変更内容



２.意見徴収結果及び主な変更内容 岩 手 県
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（１）素案に対する主な意見と反映状況

【第１回アドバイザリー会議（令和７年11月19日）】

【意見の反映状況】
内容 意見件数(件)

意見の内容の全部を反映し、計画等の案を修正したもの ３

意見の内容の一部を反映し、計画等の案を修正したもの ３

計画等の案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの １

７

区分

Ａ(全部反映)

B(一部反映)

Ｄ(参考)

合計

番号 章 意見 最終案への反映状況
意見の

反映方向

1
第２章
現状と課題

・自転車の大会等への参加者の目標値に関し、コロナが収束したため、前回計
画の目標値である4,000人を維持すべきではないか。

・近年の大会等への参加者数の傾向を鑑み、第１期計画で目標とした増加率は
確保した上で、目標値を2,500人に設定します。 Ｂ（一部反映）

2
第３章
取組分野、施策
等

・交通事故発生件数について、目標値が125件以下とされているが、もう少し高
い目標を設定してもよいのではないか。

・目標値である125件以下は、第11次岩手県交通安全計画における目標値であ
り、当該計画と整合を図っているものです。 Ｄ（参考）

3
第３章
取組分野、施策
等

・指標（広域サイクリングルートにおける路面標示や案内看板が設置された市
町村数）について、1箇所整備すれば1市町村とカウントされるようでは、取り組
みの効果が見えにくいのではないか。

・指標は、広域サイクリングルートにおける路面標示や案内看板の整備が完了
した市町村数を示すものであり、指標名を「広域サイクリングルートにおける路
面標示や案内看板が整備された市町村数」に見直しを行いました。

Ｂ（一部反映）

4
第３章
取組分野、施策
等

・日本の交通ルールについて、海外からの専門学校や大学生等にも教えてほし
い。

・Ⅱ 安全安心　②交通安全意識高揚に向けた広報啓発に追記したほか、在留
外国人に対し、日本の交通ルール、マナーの理解・徹底を図っていきます。 Ａ（全部反映）

5
第３章
取組分野、施策
等

・自転車損害賠償責任保険制度について記載されているが、どうやって促進す
るのか、助成などの仕組みを設けることで、より改善できると考える。

・Ⅱ 安全安心　⑥損害賠償責任保険等への加入の促進に追記したほか、広報
を通じて県民や企業に対して、自転車損害賠償責任保険等に関する情報提供
を行っていきます。

Ｂ（一部反映）

6
第３章
取組分野、施策
等

・通学対応だけでなく、通勤対応もお願いしたい。 ・Ⅲ 移動環境　④自転車通勤の促進を記載しているほか、指標に「「自転車通
勤推進企業」宣言プロジェクトの宣言企業・団体数」を新たに設定しました。 Ａ（全部反映）

7 その他
・国の計画では目標（取組分野）が5つに増えており、内容も国の計画に沿って
改訂することが望ましい。

・国計画の取組分野を勘案し、目標（取組分野）を５つに見直しを行いました。
Ａ（全部反映）

 ※意見の反映状況：　Ａ（全部反映）、Ｂ（一部反映）、Ｃ（趣旨同一）、Ｄ（参考）、Ｅ（対応困難）、Ｆ（その他）



２.意見徴収結果及び主な変更内容 岩 手 県
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（１）素案に対する主な意見と反映状況

【パブリック・コメント（令和７年1２月９日～令和８年１月８日（１ヶ月間）】

【意見の反映状況】
内容 意見件数(件)

意見の内容の一部を反映し、計画等の案を修正したもの 1

意見と計画等の案の趣旨が同一であると考えられるもの １
計画等の案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの １

その他のもの（計画等の案の内容に関する質問等） ２

合計 ５

区分

Ｄ(参考)

F(その他)

B(一部反映)

Ｃ(趣旨同一)

番号 章 意見 最終案への反映状況
意見の

反映方向

1 その他
・自転車は、岩手県において大切な乗り物・移動手段ですので、非常に良い計画だと思い
ます。

・本県における自転車活用を推進するため、本計画に基づく施策等に取り組んでいきます。
Ｆ（その他）

2
第３章
取組分野、施策等

・「自転車関連の大会等への参加者数」が前回計画で、4,000人を目指していたので、次の
計画でも、頑張って4,000人を目指して欲しい。

・近年の大会等への参加者数の傾向を鑑み、第１期計画で目標とした増加率は確保した上
で、目標値を2,500人に設定します。 Ｂ（一部反映）

3 その他
・自転車が好きです。これからも頑張ってください。 ・本県における自転車活用を推進するため、本計画に基づく施策等に取り組んでいきます。

Ｆ（その他）

4
第３章
取組分野、施策等

・サイクルスポーツ振興について、大会参加者数よりも大会開催数の増加を振興する内容
にした方がスポーツ振興に貢献度が大きいと思う。

・自転車の活用推進において、サイクルスポーツ振興の重要性は認識しており、引き続き
取り組んでいきます。なお、施策６ 「①自転車関連の大会等の開催の促進」において、サイ
クリングイベントなどの開催を促進するなど、サイクルスポーツの振興を図ることを記載して
います。

Ｃ（趣旨同一）

5
第３章
取組分野、施策等

・県議や市町村議員を含めた議員連盟などをつくって、自転車の安全利用環境の整備推進
を進めていく環境ができるとよい。

・御意見を参考にし、自転車の安全利用環境の整備に取り組んでいきます。

Ｄ（参考）



Ⅲ 移動環境
【目標】自転車交通の役割拡大による良好な移動環境の実現
【施策５／指標】「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクトの宣言企業・団

体数（累計）

・国の次期計画の考え方や意見徴収結果を踏まえ、第２期計画における目標を以下のとおり見直しを行う。

・取組分野・目標を４つから、５つに細分化する。

■第１期計画から第２期計画への変更点

＜第１期計画＞ ＜第２期計画＞

Ⅰ 利用環境
【目標】自転車のネットワーク整備等による良好な利用環境の創出
【施策１／指標】県管理道路における自転車空間の整備延長（累計）
【施策２／指標】市町村自転車活用推進計画策定数（累計）

Ⅱ 安全安心
【目標】自転車を安全に安心して利用できる社会の実現
【施策３／指標】自転車が関係する交通事故件数（累計）
【施策４／指標】道路管理者が自転車通学ルートの安全点検（２巡目）を実

施した高校の割合（累計）

Ⅳ 健康・脱炭素
【目標】自転車利用の促進による健康づくり・脱炭素化
【施策６／指標】自転車関連の大会等への参加者数（累計）
【施策７／指標】自転車を利用する運動を実施した県民の割合

Ⅴ 観光振興
【目標】サイクルツーリズム等の推進による観光振興
【施策８／指標】広域サイクリングルートにおける路面標示や案内看板が整

備された市町村数（累計）
【施策９／指標】いわてサイクルステーションの登録数（累計）

Ⅰ 利用環境
【目標】
自転車の利用拡大のための環境創出

Ⅳ 安全安心
【目標】
自転車を安全に安心して利用できる社会
の実現

Ⅱ 健康づくり
【目標】
自転車利用の促進による健康増進

Ⅲ 観光振興
【目標】
サイクルツーリズム等の推進による観光
振興

走行環境

移動環境

赤字：意見徴収結果等を踏まえた変更内容

細分化

岩 手 県
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２.意見徴収結果及び主な変更内容

（２）主な変更内容



国の次期計画 目標 （参考）

出典：国土交通省 令和７年度第１回（令和７年９月10日）
自転車の活用推進に向けた有識者会議 配布資料より 12

岩 手 県２.意見徴収結果及び主な変更内容



・細分化した取組分野・目標について、新たな指標を設定（施策５）

・意見徴収結果を踏まえ、指標の一部見直し（施策６、８）

岩 手 県
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２.意見徴収結果及び主な変更内容

（３）指標の追加設定・一部見直し

※ 国土交通省が自転車通勤を積極的に推進する事業者の取組を広く発信し、自転車通勤を推進する企業・団体を認定する制度。

現在、全国93社（県内0社）が宣言企業として認定

取組分野、目標 指標（案）

【Ⅲ　移動環境】
【目標】自転車交通の
役割拡大による良好な移
動環境の実現

【施策５】 他の交通機関と連携した自転車移動環境向上の推進
【指標】
「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクトの企業・団体数 ※
・現状値：０[R6末]　⇒　目標値：５企業・団体（R12末）

【Ⅳ　健康・脱炭素】
【目標】自転車利用の
促進による健康増進・
脱炭素化

【施策６】  サイクルスポーツ振興の推進
【指標】自転車関連の大会等への参加者数
・現状値：1,672[R6末] ⇒ 目標値：2,500人（R12末）
 　　　　　　　　　　  （素案時：2,000人）

【Ⅴ　観光振興】
【目標】サイクルツー
リズム等の推進による
観光振興

【施策８】  地域資源を生かしたサイクルツーリズムの推進
【指標】広域ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾙｰﾄにおける路面標示や案内看板が整備された市町村数
・現状値：０[R6末] ⇒ 目標値：24市町村（R12末）
（素案時：２市町村）　　　　　　　　　　（素案時：設置）



岩 手 県

３.第２期岩手県自転車活用推進計画（案）
の概要
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盛岡市道本宮線

岩 手 県第２期岩手県自転車活用推進計画（案）の概要
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▲自転車通行空間の整備状況（盛岡市内）

▲いわてサイクルステーションのチラシ

▲積雪時の道路状況（盛岡市内）



盛岡市道本宮線

岩 手 県第２期岩手県自転車活用推進計画（案）の概要

▲自転車通行空間の整備状況（盛岡市内）

▲シェアサイクルの導入状況（盛岡市内）
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盛岡市道本宮線 盛岡市道内丸大通三丁目線

岩 手 県第２期岩手県自転車活用推進計画（案）の概要
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Ⅲ 移動環境 【目標】自転車交通の役割拡大による良好な移動環境の実現

施策５ 他の交通機関と連携した自転車移動環境向上の推進

①自転車と地域の公共交通等との連携の促進

②市町村のシェアサイクル導入に対する取組への支援

③サイクルトレインの実施への支援

④自転車通勤の促進

【指標】

「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクトの宣言企業・団体数

０企業・団体（R6（2024））⇒ ５企業・団体（R12（2030））

岩 手 県第２期岩手県自転車活用推進計画（案）の概要
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▲サイクルトレイン実証実験状況（JR花輪線）

▲自転車通勤導入の手引きによる広報啓発



【指標】

自転車を利用する運動を実施した県民の割合（累計）

8.5%（R6（2024））⇒12.0%（R12（2030））

Ⅳ 健康・脱炭素 【目標】自転車利用の促進による健康増進・脱炭素化

施策６ サイクルスポーツ振興の推進

①自転車関連の大会等の開催の促進

②自転車利用を促進するための効果的な情報発信(再掲)

施策７ 自転車を活用した健康づくりの推進

①自転車を活用した運動習慣の定着による体力の維持・向上

②自転車の利用促進による環境負荷軽減の推進

③自転車利用を促進するための効果的な情報発信(再掲)

④自転車通勤の促進(再掲)

【指標】

自転車関連の大会等への参加者数

1,672人（R6（2024））⇒2,000人（R12（2030））

盛岡市道本宮線

岩 手 県第２期岩手県自転車活用推進計画（案）の概要
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▲自転車関連大会の実施状況
(栗駒焼石ほっとライド)



Ⅴ 観光振興 【目標】サイクルツーリズム等の推進による観光振興

施策８ 地域資源を生かしたサイクルツーリズムの推進

①官民連携による広域的なサイクリングルートの整備

②自転車活用による観光地域づくりの推進

③サイクルイベントの振興を通じた地域の活性化の推進

④自転車通行空間等の整備(再掲)

⑤自転車利用を促進するための効果的な情報発信(再掲)

施策９ 地域特性を生かしたサイクリング環境の提供

①道の駅等のサイクリング環境の向上

②サイクリストと連携した快適なサイクリングルートの確保

③自転車利用を促進するための効果的な情報発信(再掲)

【指標】

広域サイクリングルートにおける路面標示や案内看板が

整備された市町村数（累計）

0市町村（（R6（2024））⇒24市町村（R12（2030））

【指標】

いわてサイクルステーションの登録数（累計）

79施設（R６（2024））⇒200施設（R12（2030））
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▲岩手県広域サイクリングルートのサイクリングマップ

▲道の駅もりおか渋民のサイクルラック設置状況
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